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ご 挨 拶 

 東日本大震災で犠牲になられた方々のご冥福と、多くの被災された皆様の一日も早い復興と健康で

過ごされることをお祈りいたします。 

2011シーズンもみやぎ蔵王白石スキー場をご利用いただき誠にありがとうございました。 

当スキー場も震災による停電や燃料不足により、震災以降の営業を中止せざるを得ない状態でしたた

め、3月 11日までの営業となり、多くの利用者の皆様にご不便をおかけ致しました。幸いにも当スキ

ー場の被害は最小限にとどまり、索道施設においても点検の結果異常はありませんでした。大震災は

ありましたが、普段と変わらぬスキー場営業を行なうことが復興に繋がるものと思い、安全第一を胸

に 2012シーズンを迎えたいと思います。 

また、シーズン中もリフト（索道）運行の基本理念に基づき、毎日点検整備を行い、従業員の安全意

識の向上並びに技術向上を目指しております。私をはじめとする不忘アザレアの理事から現場係員ま

で、みやぎ蔵王白石スキー場に関わる全ての人間が同じ安全意識を持ち、お客様に安心してご利用い

ただけるスキー場作りをいたします。 

2012シーズンは復興支援の日を設けております。 

多くの皆様にみやぎ蔵王白石スキー場で楽しんでいただければ幸いです。 

 

                     特定非営利活動法人 不忘アザレア  

                          理事長  三浦 義邦 

安全方針について 

 もとより白石スキー場でも安全に関する規定はありましたが、平成 18年 10月 1日の鉄道事業法の

改正を受け、安全に対する意識をより高める意味から「安全管理規定」を作成し運用しています。 

 

「輸送の安全を確保するための基本理念」 

1.一致協力して積極的に安全運行に取り組みます。 

2.「運転取扱細則」・「係員服務規程」等、法令及び規定をよく理解するよう努め、誠実に職務を遂行し

ます。 

3.職務の遂行にあたり、確認の励行に努め、疑義のある時は最も安全と思われる取り扱いをします。 

4.事故・災害等が発生したときは、人命救助を最優先に行動し、速やかに「緊急体制要領」に基づき、

適切な処置をとります。 

5.常に問題意識を持ち、情報は漏れなく迅速・正確に伝え、透明性を確保します。 

 

上記の基本理念を実行するため、安全輸送の管理体制や索道施設の保守及び運行の管理の方法を作成

し安全管理規定に記しております。これらはすべて利用者の安全を確保するものであると同時に、私

達働く側も安全な作業を行うための大切な規定なのです。 



安全に対する取り組み 

 

 シーズン前に、理事会及び白石スキー場従事員研修において「不忘アザレア安全管理規定」を説明

し、輸送の安全の確保に必要な事業の実施と管理を行っております。 

＊スキー場オープン前の 12月 18日（土）に全職員（職員・期間雇用者）及びアルバイトに安全研修

会及び救助訓練を実施、不忘アザレア安全管理規定他を説明しました。 

＊始業前に毎朝ミーティングを行い、気象状況からリフトの状態・人員配置の確認及び安全に関する

情報の交換等を行い、各担当リフトの始業点検を行いました。 

＊シーズン中、理事長及び理事よる巡回点検を行い、各リフトの安全確認及び状況を点検しました。 

 

シーズン前の安全教育だけに留まらず、シーズン中もスキースクールスタッフと合同で救助訓練を

実施しました。 

 ここには写真の外側にできるラインを消すためにわざと意味のない文字を入れ白でごまかしている  

2011不忘アザレア索道従事員安全・技術研修会 （2010.12.18）  

  

                   

 

2011 ｼｰｽﾞﾝ前リフト救助訓練 （2010.12.18） 

  

                                   

 



 

安全に関する組織体制 

白石スキー場では、理事長から各リフト係員まで積極的に安全運行に取り組むため安全管理組織を

構築し、各責任者の責務を明確にしています。 

 正

 副

白石スキー場の特殊索道に関する組織体制図
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索道技術管理者 

 

安全統括管理者の指揮の下、索道の運行の管理、索道施設の保守の管理その他の 

技術上の事項に関する業務を統括する。 

索道技術管理員 索道技術管理者の職務を補佐する。 

 

 

 

索道事業の輸送の安全の確保に関する業務を統括する。 

輸送の安全の確保に必要な設備投資・人事・財務に関する業務を統括する。 

輸送の安全の確保に関する最終的な責任を負う。 



 

整備の実施について 

白石スキー場では、シーズン中に保守管理計画を作成し、春から秋にかけ整備点検を実施しており

ます。昨年度は次に揚げる主な整備を行っております。 

・クワッドリフト    常用ブレーキ・非常用ブレーキオーバーホール 

            ブレーキ油圧ユニットオーバーホール 

            搬器部品交換 

・第５ペアリフト    ロープ交換 

            脱索検出装置交換 

 

  

本年度は昨年度の整備を踏まえ、シーズン中の具合・使用年数から次の整備を行いました。 

・第５ペアリフト    ロープ切詰め工事 

            搬器握索装置部分（ロープを握る所）の交換 

            受電施設の機器更新 

             

※整備予算については不忘アザレアと白石市とで協議しながら進めておりますが、整備予算の捻出は、 

毎年決して簡単には参りません。しかし、安全が第一のサービスをモットーに整備計画を行ってお 

ります。 

 

 外部点検の実施について 

・クワッドリフト    索道設備点検  2011シーズン中 2回実施 

            点検実施者   日本ケーブル株式会社 東北支店 

・みやぎ蔵王白石スキー場索道施設静的確認作業 

            震災後の索道施設の確認点検作業 

            点検実施者   日本ケーブル株式会社 東北支店 

・電気設備点検     毎月実施 

            点検実施者   財団法人 東北電気保安協会 白石事業所 

                         

 

 

2011 シーズンは 3 月 11 日の大震災の影響で早期の営業終了となり、利用者の皆様には大変ご不便

をおかけ致しました。また、シーズン中の反省を糧に、教育訓練･整備に励み、スタッフ一丸となって

皆様に愛される安全で楽しいスキー場を作って参りたいと思いますので、さらなるご愛顧とご協力を

よろしくお願い申し上げます。 

 


